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SI学会の未来をどのようにとらえるのか？　
新川達郎　島岡未来子　服部篤子 松榮秀士　琵琶博之　　石田秀輝（文責）

【今という時代】
二度の世界大戦を経て、多くの国は自国第一主義と決別した。　自国の権利行使と自国易の追求を抑制して、そうやって「浮いた」国権と国富の一部を国際的な機関に供託して、世界的なスケールの「公共」を立ち上げ、それによって国際秩序を維持するという方向を目指した（例えば国連）。
しかし、今の世界では、この近代的な国際秩序の理念そのものが揺れ動き始めた。個人は自己益のみを追求し、国家は自国益のみを追求すればよい、そういう「自分第一主義」が、支配的なイデオロギーとなってきた。個人も国家も「公共」から撤退しようとしている。「法の支配」から世界は再び「力の支配」、弱肉強食の「自然状態」へ退行しようとしている。　それは、グローバルサプライチェーンの崩壊、極右勢力の台頭、EUの不和　国連の機能停止、覇権主義国家の台頭、格差の顕著化を生み、地球環境の劣化を加速させている。
日本も１９９４年、国際競争力１位の座から後退して以来（現在３０位）、３０年以上に及び、次なる定常化社会にジャンプできず、この間、少子化、高齢化は加速し、経済成長率（平均）は1%に届かず、国の借金は1342兆円を超え、環境負荷は地球2.8個分（エコロジカル・フットプリント）を必要とする高負荷構造となっており、課題先進国の代表でもある日本が次なる時代の第一歩を踏み出すことを世界から望まれている。


【なぜこういった現状になったか】
旧約聖書の第1章には「すべてのものを律せよ、空のものも、陸のものも、海のものも」とある。神の僕として、人間は自然を支配するものとして位置づけられた。そのような二元論（デカルトの言う機械論的自然観）的世界観で、この2千年以上もの間、資源を搾取（支配）することで物質的な豊かさを謳歌してきた。古代では土地と人的資源の搾取（奴隷）から始まり、中世（産業革命）以降は、主に地下資源（鉄鋼席、石炭⇒ウラン、レアメタル等）を自然から搾取し、それを加工して再分配し、それによって資本主義が生まれた。
そして今（世界のエコロジカルフットプリントが1を超えたのは1971年、現在1.75）、自然の修復能力を超えた過剰な自然の搾取によって、地球環境問題がままならぬところまで人間を追い込み、搾取することによってのみ循環していた経済が停滞し、自国第一主義に逃げ込み始めたが、これは理性のさらなる退行を加速した。
それでも、現在の資本主義を信奉する限り、搾取以外の方策は見いだせず、力によって資源を奪い取る（戦争）、あるいは、新しい空間世界を提供（膨大なエネルギーを必要とするAI等）することで、人間の物質的な欲望を満たすことにひたすら邁進している。
日本では、1980年代半ばに、生活者の豊かさに関する欲求が、物質的豊かさから心の豊かさが優位となり、その差は30ポイント以上に拡がっている。それは次の時代を予兆させるものかもしれない。

【創りたい未来】
今我々が、あらためて認識しなければならないのは、従来の延長に環境と経済は両立しないということだ。従来の資本主義は搾取を前提としてきた、それに決別しなければ未来は創れない、それは過去の成功体験を否定することでもある途轍もなく重大な転換期を迎えているということなのだ。
一方で、企業や行政の役割は、あらゆるステークホルダーに「こころ豊かな社会」を提供する一翼となることであることに変わりはない。無論、生活者も従来の延長ではなく「こころ豊かな暮らし」に向かった行動変容が求められる。　そのような社会や暮らしに貢献するためには、地球の修復能力以下の環境負荷（一つの地球）であらゆる活動をすることが前提となる。
地球上で持続可能な社会を形成しているのは唯一自然である。自然は完璧な循環を最も小さなエネルギー（主には太陽光）で駆動している。そして、その循環とは　修復、Restorative―和解Reconciliative―再生Regenerativeからなる（autopoiesis）。　この循環を人間と自然の関係性を示す“階層モデル”として考えるなら、Restorative（修復）　壊した自然を“元に戻す”段階、Reconciliative（和解）自然と人間が“対立をやめる”段階（人間と自然の関係を見直し、 対立・搾取の関係から、共存・調和の関係へ移行する）、Regenerative（再生）　自然の力を“増幅し（活かし）、未来を育てる”段階ということが出来る。（人と自然だけでなく、人と人のつながりにもこの関係は展開できる）
厳しい地球環境制約の中でもこころ豊かな社会や暮らしを築く、そのためには、一つの地球で暮らせる社会や暮らし創りに貢献し、それは具体的には、修復、Restorative―和解Reconciliative―再生Regenerativeに学んだ行動を通して貢献するということでもある。

【一つの地球で暮らすということ】
SI学会で考えなければならないことは、今享受している文明的恩恵を放棄することなく自然の循環から学んだメカニズムをあらゆるステークホルダーに展開し続け、こころ豊かな社会や暮らしが単なる理想ではなく実現可能なものである事を提示し、こころ豊かな未来をアップデートし続ける事ではないだろうか。そしてそのためには、修復、Restorative―和解Reconciliative―再生Regenerativeという循環を一つの概念として醸成することである。そして、それを一つの地球（地球の修復能力以下）で暮らすという概念で収束させることなのだろう。
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